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大井町駅／3分

横浜駅 ／17分 大崎駅

2014年（平成26年）特集号（１）会社経営に役立つ情報を多数載せています。事業主様もぜひご覧ください。

2014年（平成26年）1月

No.164No.164
〒141－0033　品川区西品川1－28－3　品川区立中小企業センター2階2014年（平成26年）8月

※ 古紙を配合した紙を使用しています。

所在地　品川区北品川五丁目5番15号 C1棟 3・4階
ＪＲ大崎駅から徒歩5分

A1棟

C1棟

D棟

「品川」駅から2分 「渋谷」駅から6分
●JR山手線

「東京ビッグサイト」駅から13分
●りんかい線

●JR山手線

●JR埼京線・湘南新宿ライン

●JR湘南新宿ライン「横浜」駅から17分
●JR埼京線「大宮」駅から44分

「東京」駅から16分の好アクセス!!

ものづくり・経営支援課 ものづくり支援係
〒141－0033　品川区西品川1－28－3
TEL　03－5498－6333　FAX　03－5498－6338

愛称募集に関するお問い合わせ

共同運営者：（株）マグネットスタジオ
TEL 03－3564－1542

特集号

一般財団法人 品川ビジネスクラブ
http://shinagawa-businessclub.jp/
TEL 03－6303－9867　FAX 03－6303－9878

しながわ産業ニュース（４）2014年（平成26年）特集号

2015年6月『大崎』に
テクノロジーとアイデアが融合する
ビジネス創造拠点が誕生します

国家戦略特区しながわ～品川から世界へ発信
ＪＲ品川駅から２分、羽田空港から約２０分、交通の要衝であるＪＲ大崎駅から、徒歩５分圏内の北品川５丁目再開発地域に品川産業支
援交流施設が２０１５年（平成２７年）６月にオープンします。今号では、この新施設の概要をお知らせします。
施設は再開発ビルの３階に大崎ブライトコアホール（イベントホール）、４階に交流施設を配し、様々な地域・業種の企業を呼び込み、連
携・促進を図ることで、新産業・新ビジネスを創出していくとともに、成長期にあるベンチャー企業の支援に注力することにより、品川
から日本、ひいては世界で活躍する企業を育成し、輩出することを目指します。
大崎ブライトコアホールは、本年８月１日から予約受付を開始しました。是非ご利用ください。
施設ＰＲサイト：http://shinagawa-businessclub.jp/osaki-space/

 イノベーションシティしながわをめざして
品川産業支援交流施設を開設します

品川産業支援交流施設の愛称を募集します。
（1）愛称の基準・条件
 ①本施設の特徴がイメージできるもの
 ②覚えやすく、自由なビジネス活動の象徴となるようなもの
 ③他の施設等で使用されていないもの
（2）選定方法
  応募作品の中から、検討会を設置して決定します。
（3）申込方法

8月29日（金）（必着）までに、FAXかはがきで愛称案（ふりがな）、愛称の理由、住所、
氏名、電話番号をものづくり・経営支援課ものづくり支援係へご提出ください。

※応募作品の著作権、商品化権、その他一切の権利は、品川区に帰属します。
※作品の一部を修正して使用する場合があります。また、応募者の作品や住所・氏名などの個人情報については、区が適
切に管理し、愛称募集に必要な業務にのみ使用します。

・施設の管理・運営について
本施設の管理・運営は、品川区が一般財団法人品川ビジネスクラブへ委託します。品川ビジ
ネスクラブは首都圏を中心とした大手企業や中小企業、ベンチャー企業、学生、大学・研究
機関等による会員制組織で、チャレンジングに活動する多くの人や企業が交流するプラット
ホームとして、新事業・新産業を創出していくことを目標に掲げ日々活動を行っております。

　品川区は京浜工業地帯発祥の地としての歴史をもち、電気・機械・金属・プラスチック・通信精密機器などの
部品の製造や、印刷・出版を中心に発展してきました。近年では、都市化の進展や国際競争の激化などで工場の
区外転出や転・廃業が進みましたが、一方で製造現場を持たないファブレス企業、情報関連産業、ベンチャー企
業が増加しており、優れた技術や研究シーズをもつ中小企業が創意工夫を積み重ね、健闘しています。
　区では、これまで、こうした地域のがんばる中小企業の経営基盤強化を図り、事業資金融資あっせんなどを
はじめ、多様な支援策に力をいれるとともに、ベンチャー創業支援から販路開拓に至るまで、きめ細やかな支
援に努めてまいりました。
　そして今、2020年に東京オリンピック開催が決まり、国家戦略特区に品川区も指定され、新たなステージ
が拓かれようとしています。
　区はこうしたグローバリゼーションの進展や、厳しい競争環境に対応するため、企業の本社や研究機関が
集積し、都心や地方、海外への交通アクセスに恵まれた大崎に、2015年6月「品川産業支援交流施設」を開設
し、産学公の活発な交流による、研究開発の促進、新事業の創出、人材の育成・養成等、“イノベーションシティ
しながわ”の未来を見据えた取り組みにチャレンジしてまいります。
　地域に根差した拠点施設として、区内関係団体の皆様にも様々な交流や活動の場としても是非ご活用いた
だきますよう、お願い申し上げます。

D棟

品川産業支援交流施設に関するお問い合わせ

3Fイベントホール（大崎ブライトコアホール）に関するお問い合せ

北品川五丁目
第1地区

品川区長


